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　学校、家庭、地域が目標やビジョンを
共有し、地域の子どもたちの成長に関わ
る「仙台版コミュニティ・スクール」の
導入を進めています。

地域とともに歩む
学校づくり

地
域
総
ぐ
る
み
で
の
教
育

　
近
年
、
学
校
や
地
域
を
取
り
巻
く
環

境
が
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
中
、
子
ど

も
た
ち
の
社
会
性
や
規
範
意
識
の
低
下

と
い
っ
た
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た
ち
が
変
化
の

激
し
い
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
、
社
会

全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
関
わ
る

体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
地
域
総
ぐ
る
み
の
学
校
運

営
を
進
め
る
た
め
、
平
成
29
年
に
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の
導
入
を

努
力
義
務
と
し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
「
学
校
運
営
協
議

会
」
を
設
置
し
た
学
校
の
こ
と
で
、
協

議
会
は
学
校
運
営
等
に
つ
い
て
方
針
を

承
認
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

る
合
議
制
の
機
関
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
町

内
会
等
、
広
く
地
域
住
民
・
団
体
な
ど

も
参
画
し
「
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
を
育

て
る
の
か
」
な
ど
の
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
し
ま
す
。
そ
の
際
に
行
わ
れ
る

の
が
、
熟
慮
と
議
論
に
よ
っ
て
課
題
の

解
決
を
目
指
す
対
話
「
熟
議
」。
熟
議

を
重
ね
、
互
い
の
立
場
や
役
割
を
理
解

し
、
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て
協
働
で

子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

て
市
独
自
に
体
系
化

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
協
働
型
学
校
評

価
や
地
域
連
携
担
当
教
員
の
配
置
を
行

う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
で
構
成
さ
れ

る
「
学
校
支
援
地
域
本
部
」
が
ほ
と
ん

ど
の
学
校
に
設
置
さ
れ
、
学
習
補
助
や

登
下
校
の
見
守
り
、
郷
土
学
習
等
の
支

援
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
地
域
と
学
校
と

の
連
携
を
深
め
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
土
台
に
、
令

和
２
年
度
か
ら
は
「
仙
台
版
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の
順
次
導
入
を
開

始
。
仙
台
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
地
域
と
の
関

係
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
学
校
運

営
協
議
会
と
学
校
支
援
地
域
本
部
と
が

連
携
・
協
働
し
て
学
校
運
営
を
進
め
ま

す
。
３
月
末
現
在
、
約
４
割
の
学
校
に

設
置
さ
れ
、
令
和
４
年
度
中
に
は
全
て

の
市
立
学
校
・
幼
稚
園
へ
の
導
入
を
目

指
し
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
な
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
学
校
支
援
地
域
本

部
が
行
っ
て
き
た
学
校
の
求
め
に
応
じ

た
支
援
が
、
双
方
向
の
連
携
・
協
働
の

取
り
組
み
に
変
わ
り
、
地
域
全
体
で
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
協
働
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
広
が
り
、
地
域
力
の
向
上
に
つ

な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後

も
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
と
地
域

の
未
来
の
た
め
に
「
地
域
と
と
も
に
歩

む
学
校
づ
く
り
」
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

柳生小学校 学校運営協議会の委員の皆さんにお話を伺いました

特
集
①

目標を共有して一つのチームに
　令和２年12月に設立された柳生小の学校運営協議会
では、PTA、町内会、学識経験者などさまざまな立場
の人が委員に任命されています。コミュニティ・スクー
ルが導入される以前から、地域が積極的に学校に関わっ
てきた柳生地区。連携が活発だからこそ、なぜコミュニ
ティ・スクールが必要なのか、今までとは何が違うのか

▲伊㔟みゆき委員

▲熟議の様子

▲岩根敦会長

この特集に関するお問い合わせは、学びの連携推進室☎214･8438、FAX264･4437

を熟議を通して共有することがスタート
だったと言います。教育ファシリテータ
ーの立場で参画する伊 さんは「学校の
基本方針を決める会議は、これまでは学
校から提示されたことを承認する形でし
た。協議会では、ワークショップなども
行いながら、これから子どもたちをどう

育んでいくのか対等な立場で議論を重ねました。そうす
ることで提案された基本方針がみんなの言葉になり、目
標に向かって一緒に動いていきましょうという関係が生
まれてきます」と話します。黒田校長は「いろんな立場、
世代が集まって対話をすると、自分の中にはなかったも
のにたくさん気付かされ、確実に考えが共有されていき
ます。今までも学校のニーズに応じてさまざまな協力を
いただきましたが、協議会ができて柳生
の子どもたちをどう育てていきたいかと
いう地域のベクトルが一つの方向にまと
まってきた」と熟議の効果を実感してい
るそう。大人が本気で話し合い、チーム
になっていくのがコミュニティ・スクー
ルという伊 さんの言葉が印象的です。

多様な団体を巻き込む
　協議会では、地域団体がこれまでや
ってきた活動、学校では何年生がどの
ようなことに取り組んでいるのか出し
合い、見える化することにも取り組み
ました。お互いの活動を認識した先に
は、学校と地域で共有したビジョンに
基づき、これらの活動をどうしていく

のか、また、子どもたちをどう関わらせていくかという
２つの視点があると言います。PTAの副会長であり、協
議会の会長を務める岩根さんは、これほど多くの活動が
柳生地区にあることを再確認したそう。「今までやって
きたことを共有した上で、これからどうしていくのかを
考えたいですね。PTAとしてできることには限りがあ

学校運営協議会 学校支援地域本部

▲黒田章博校長

りますが、おやじの会や町内会などともつないで、持続
可能な仕組みにしていけたら。あとは圧倒的に父親の関
わりが少ない。我が子のために活動したいと思っている
人はたくさんいるので、その場をつくっていきたいです
ね」。黒田校長も「コミュニティ・スクールを立ち上げ
たからといってすぐに成果があがるわけではありません。
こういう子どもを育てたいという共通の思いの下に、継
続的に取り組んでいくこ
とで、子どもたちも協議
会に関わるという形に発
展する可能性もあると思
います」と今後の展望を
語ってくれました。

連携・協働
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教育委員会

仙台版コミュニティ・スクール仙台版コミュニティ・スクール

▲熟議（生出小・中学校
学校運営協議会）

▲給食指導補助（住吉台中
学校区　学校支援地域本部）


